日刊
2010/６/１８　　第５９号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
図書費の課長決裁について
　過日S田会長から図書費購入についての問い合わせがありました。どういう内容かというと、M線小学校の場合配分図書費が１４０万円なので、（因みに双葉小は統合のためでしょう、２００万円。詳しくはHP石狩市公立小中学校の概容ご覧になってください。）校長決裁だと１５回は執行決議書を作成しなければならなくなるので、何とかならないかというものでした。（図書費がふんだんなことは結構なことです。）この話、以前の定例会でも話題になりましたが、そのときは連携事務局長が自信をもって「課長決裁で処理すればいい」と答えましたが、あらためて市教委に訊いてみました。
す、すると！市教委から驚愕の回答がありました。
私：～ということでいいんですよね。

答：課長決裁は学校に配分している財源では使えません。

私：・・・
きちんと確認しないでの発言お詫びいたします。その後市教委と以下のようなやりとりをしました。

私：現場実態としては、数十万円単位で発注し、納品書を１０万円以内に分けてもらっているので、厳密に言えば適切じゃないし、課長決裁することで事務の効率化もはかられます。

答：例えば財源の一部を学校配分とし、残りは課長決裁とする方法も検討の余地はあると思います。ただし、市教委で見積合せをするので、どの業者に落ちるか分かりません。

私：図書は基本的に定価販売だし、学校としてはどの業者に落ちても困ることはありません。一度全体で論議してみます。
ここでは言わなかったのですが、日刊連携会議第５０号図書のバーコード費用についてで紹介したとおり、バーコードシステムを導入している学校は図書単価にバーコード代が含まれているので、これに対応できる業者でなければ落札できないと言うことになるのかどうかは分かりません。図書単価からバーコード代を除くと、おそらく「その費用は配分消耗品で対応してほしい」と市教委は言うでしょう。そのあたりもう少し情報収集が必要と思われます。図書費が増えることは大変結構なことですが、管理のための費用を措置することが重要であることを市教委は認識すべきです。実際、南線小学校では書架が足りず、困っている（書架は大変高額！）ようです。

　追伸ですが、１０万円～２０万円は学校配分予算でも課長決済できます。もちろん図書費もできます。市教委の事務の手引きに様式があるのでどなたか是非やってみてください。報告待ってます。（課長決裁という用語は正確ではないかもしれません。確認します。）



























